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気候変動と漁業の将来予測技術の開発

協力機関：札幌管区地方気象台

経常研究

本道周辺の海水温が上昇し、獲れる魚の種類や量が変化している。
気候変動が水産業に与える影響の把握が急務。

３ サケ放流適期の将来予測
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道東コンブ漁獲量の将来予測２

※2001-2019年の漁獲量の平均値
を1.0として図示。

グレーの範囲：95%誤差範囲

○漁獲量の減少

○期間が長期化
○生残に有利

○期間が短期化
○生残に不利

様々な水産資源への影響を評価することにより、気候変動を見据えた水産施策
や漁業者の事業計画に活用される。
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※2006-2015年の海面水温の平均値
を0として図示。

１ CO2削減取り組み毎の水温上昇

RCPの数値が小
さいほど規制が
強く温室効果ガ
スの排出量が少
ない。
※気象研究所の気候モ
デルを利用

放流適期水温8～13℃の期間

中央水産試験場
前浜の水温変化

12

問い合わせ：中央水産試験場 電話：0135-23-7451（代表）
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期待される効果


